
私
た
ち
が
今
自
然
と

向
き
合
う
と
い
う
こ
と

世
界
の
環
境
に
関
す
る
う
ね
り
は
、
時

代
と
共
に
大
き
く
変
化
す
る
。
今
中
堅
と

し
て
活
躍
す
る
土
木
技
術
者
が
学
生
だ
っ

た
2
0
0
0
年
代
初
頭
、
環
境
の
世
紀
の

到
来
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。「
環

境
」
を
冠
す
る
学
部
学
科
が
次
々
と
設
立

さ
れ
、
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
気
が
付
い

た
ら
旧
・
土
木
工
学
科
に
入
学
し
て
い
た

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
る
。
2

0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
。
こ
の
自
然

の
脅
威
は
想
像
を
超
え
て
強
力
で
あ
り
、

十
分
と
も
思
わ
れ
て
い
た
イ
ン
フ
ラ
を

軽
々
と
破
壊
し
た
。
そ
し
て
自
然
環
境
に

と
っ
て
は
、
復
興
の
過
程
で
生
じ
る
ダ

メ
ー
ジ
も
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。

自
然
環
境
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
根
底

に
、
土
木
の
役
割
の
重
さ
を
知
り
、
自
然

と
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
儚は
か
なさ

と
強
大

さ
を
痛
感
し
て
き
た
、
そ
う
い
う
世
代
が

今
の
中
堅
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

新
た
な
環
境
の
潮
流
が
姿
を
現
し
つ
つ
あ

る
。
こ
の
新
し
い
潮
流
を
ど
の
よ
う
に
つ

か
む
の
か
、
わ
れ
わ
れ
の
力
が
問
わ
れ
て

い
る
。

2
0
3
0
年
に
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
実
現
す
る

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
は
、
2
0

2
1
年
の
Ｇ
7
サ
ミ
ッ
ト
で
先
進
国
が
世

界
に
先
ん
じ
て
掲
げ
た
テ
ー
マ
（
Ｇ
7
2

0
3
0
年
自
然
協
約
）
で
あ
る
。
翌
2
0

2
2
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
に
お
け
る
「
昆
明
・

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
」
で

も
「
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
反
転

さ
せ
」
よ
う
と
す
る
概
念
は
明
確
に
世
界

に
発
信
さ
れ
、「30by30

」
と
呼
ば
れ
る

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
国
の
30
％
を
保
全
」

と
い
う
具
体
的
目
標）

1
（

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

（
図
１
）。

今からはじめる
ネイチャーポジティブ

That's your start for Nature-Positive

特集担当主査：大槻順朗
特集企画担当：川口暢子、後藤正太郎、平尾美樹、茂木哲一、松原帆乃香、本合弘樹

特
集

ABSTRACT
This special issue looks at how the civil engineering indus-
try can promote Nature-Positive initiatives to address en-
vironmental challenges. It comprises four chapters: (1) 
“Concepts and Implementation” discusses the impacts and 
practical applications of Nature Positive. (2) “Government 
Policies” elaborates on administrative policies related to 
Nature Positive. (3) “Technological Innovations” explores 
essential technologies for achieving Nature Positive out-
comes. (4) “Case Studies and Collaboration” presents 
studies and collaboration strategies in different sectors to 
succeed in Nature Positive initiatives. 
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地
球
環
境
の
行
く
末
を
左
右
す
る
駆
動

力
は「
気
候
変
動
」「
生
物
多
様
性
の
損
失
」

「
持
続
可
能
な
開
発
（
経
済
活
動
）
」
で
あ

る
。
生
物
多
様
性
分
野
の
動
き
は
、
他
の

二
つ
を
後
追
い
す
る
形
で
進
め
ら
れ
て
き

た
。
2
0
1
0
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
は
「
愛

知
目
標
」
が
掲
げ
ら
れ
、「
2
0
1
1
年
か

ら
2
0
2
0
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損

失
を
止
め
る
た
め
に
効
果
的
か
つ
緊
急
な

行
動
を
実
施
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
掲
げ
ら
れ
た
20
の
目
標
は
ど
れ
も

達
成
で
き
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
気
候
変
動
分
野
で
は
大
き
な

進
展
が
見
ら
れ
た
。
2
0
1
5
年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
で
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
55
％
削
減
、
日
本
で
は
2

0
3
0
年
ま
で
に
2
0
1
3
年
度
比
で

26
％
削
減
と
い
う
明
確
な
目
標
設
定
と
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
国
連
持
続
可
能
開
発
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け

る
2
0
3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
と
い
っ
た
経

済
活
動
を
巻
き
込
む
キ
ー
ワ
ー
ド
と
仕
組

み
が
功
を
奏
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
目

標
設
定
の
裏
付
け
と
な
っ
た
の
は
、
2
0

0
6
年
英
国
財
務
省
が
発
表
し
た
『
ス

タ
ー
ン
レ
ビ
ュ
ー
（
気
候
変
動
の
経
済

学
）
』
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
経
済
社
会
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
、
経
済
の
強
い
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
も
相
ま
っ
て
、
民
間
主
動
の
環
境
投

資
を
活
性
化
さ
せ
た
。

こ
の
成
功
体
験
を
受
け
、
生
物
多
様
性

分
野
で
も
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
2
0
2
1
年
、

英
国
財
務
省
は
「
ダ
ス
グ
プ
タ
・
レ
ビ
ュ
ー

（
生
物
多
様
性
の
経
済
学
）
」
を
発
表
し
、

1
9
9
2
年
を
ベ
ー
ス
と
し
地
球
全
体
の

生
物
多
様
性
を
前
提
と
す
る
「
自
然
資
本
」

が
40
％
喪
失
し
て
い
る
と
い
う
衝
撃
的
な

内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
自
然
そ
の
も
の

を
経
済
価
値
に
換
算
す
る
と
い
う
野
心
的

な
レ
ビ
ュ
ー
は
、
経
済
界
に
再
び
明
確
な

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

こ
れ
を
受
け
2
0
2
1
年
の
G
7
で
発

表
さ
れ
た
の
が
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」
で
あ
る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
報
告
書
」
2
0
2
2
年

度
版
に
よ
る
と
、
政
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

気
候
変
動
適
応
の
失
敗
、
異
常
気
象
の
次

に
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
挙
げ
て
い
る
。

日
本
政
府
も
2
0
2
3
年
3
月
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
対
応
し
た
新
た
な

国
家
戦
略
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
2
0

2
3‒
2
0
3
0
」
を
発
表
し
、
生
物
多
様

性
の
回
復
を
、
自
然
を
基
盤
と
す
る
解
決

策
（
Ｎ
ｂ
Ｓ
：N

ature-based
Solution

）

と
経
済
の
力
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す

る
意
志
を
示
し
た
。

そ
の
一
歩
の

背
中
を
押
し
た
い

本
特
集
は
、
本
来
自
然
に
近
い
は
ず
の

土
木
業
界
に
属
す
る
私
た
ち
が
、
今
か
ら

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
は
じ
め
る
た

め
の
可
能
性
を
探
り
、
共
に
解
決
し
て
い

く
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
す
る
も
の

で
あ
る
。
第
1
章
で
は
、
環
境
専
門
家
と

企
業
人
、
学
生
が
参
加
す
る
座
談
会
を
通

じ
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
何
が

起
こ
り
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か

を
解
説
し
、
基
本
的
な
テ
ー
マ
か
ら
実
践

へ
の
橋
渡
し
を
行
う
。
第
2
章
で
は
、
わ

が
国
の
行
政
施
策
と
そ
の
狙
い
を
紹
介
す

る
。
第
3
章
で
は
、
最
新
技
術
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
。
最
後
の
第
4
章
で
は
、

行
政
、
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
先
進
事
例
を

通
じ
て
、
土
木
の
役
割
や
成
功
に
向
け
た

連
携
の
コ
ツ
を
紹
介
す
る
。
巻
末
に
は
参

考
と
な
る
図
書
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
紹

介
、
用
語
集
を
つ
け
た
。

共
に
歩
む
読
者
の
一
歩
の
助
け
に
な
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。

参
考
文
献

（
1
） Naturepositive.org. 

図1　ネイチャーポジティブの概念（参考文献（1）をもとに作成）

2020年を基準年に、
2030年までに
生物多様性の損失を
反転させる

2050年までに
完全回復
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